
靫聞だ徊|カ同ｊ,ＵＵ／円K平1平ど,００峠rjﾉ･｜即7uリリF

　　　　　　　　一

政
府
が
要
員
派
遣

　
地
震
の
被
害
の
大
き
さ
が

明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
日

本
国
内
で
も
被
災
地
支
援
の

動
き
が
本
格
化
し
始
め
た
。

　
外
務
省
は
、
ジ
ャ
ワ
島
中

一
部
へ
向
け
同
省
や
国
際
協
力

機
構
孚
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
職
員
、

医
師
ら
‐
7
人
か
ら
な
る
緊
急

援
助
チ
ー
ム
を
2
8
日
割
に
派

迪
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
省

内
に
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
災

害
対
策
迎
絡
室
を
設
置
し
、

一
被
災
状
況
の
情
報
収
集
や
邦

人
の
安
全
確
認
を
急
ぐ
と
と

も
に
、
国
際
緊
急
援
助
隊
の

派
遣
な
ど
本
格
的
な
支
援
策

一
を
検
討
し
て
い
る
。

・
　
国
際
医
療
援
助
団
体
「
Ａ

　
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
本
部
・
岡
山
市
）

は
、
被
災
者
支
援
の
た
め
に

本
部
職
員
２
入
の
派
遣
を
決

め
た
。
2
8
目
午
前
、
岡
山
空

港
を
出
発
し
、
現
地
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
支
部
の
医
療
チ
ー

ム
と
合
流
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ

ル
タ
に
入
っ
て
必
要
な
物
品

の
購
入
や
行
政
機
関
と
の
連

絡
調
整
な
ど
に
当
た
る
。

　
日
本
赤
十
字
社
（
本
社
・

東
京
都
港
区
）
も
2
8
目
午
前

の
便
で
、
医
師
Ｉ
入
と
看
護

師
２
入
を
派
遣
す
る
こ
と
を

決
め
た
。
ま
た
、
ス
マ
ト
ラ

卸
大
地
震
後
の
復
興
支
援
の

た
め
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に

滞
在
し
て
い
た
職
員
が
、
既

に
ジ
ャ
ワ
島
内
で
待
機
し
て

い
る
。
神
戸
市
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
海

職Ａ
昭

もＡ

外
災
害
援
助
市
民
セ
ン
タ
ー

　
（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
）
」
も
ス
タ
ッ

フ
派
遣
の
検
討
を
始
め
た
。

村
井
澄
清
事
務
局
長
（
5
5
）
は

　
「
情
報
収
集
が
で
き
次
第
、

ス
タ
ッ
フ
を
派
悪
し
、
救
援

募
全
活
動
も
始
め
た
い
」
と

話
す
。

支
援
参
加
呼
び
掛
け

　
　
　
　
　
　
世
銀
総
裁

　
世
界
銀
行
の
ポ
ー
ル
・
ウ

ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
総
裁
は
尽

日
、
京
都
市
内
で
会
見
し
、

ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
に
つ
い

て
、
「
世
界
を
挙
げ
て
支
援

す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
の

方
々
も
い
ち
早
く
駆
け
つ
け

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
」
と
支
援
活
動
へ
の
積
極
・

的
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　
緊
急
融
資
な
ど
世
銀
と
し

て
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
「
現

地
ス
タ
ッ
フ
が
被
害
状
況
を

確
認
し
て
い
る
最
中
だ
」
と

述
べ
る
に
と
ど
め
た
。
世
銀

は
0
4
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

大
津
波
で
、
約
５
億
訪
の
復

興
資
金
を
供
与
し
た
。

　
ウ
ル
フ
ォ
ウ
ィ
ッ
ツ
総
裁

は
、
2
9
日
か
ら
東
京
で
開
催
‐
‐
‐
‐

さ
れ
る
世
銀
の
「
開
発
経
済

に
関
す
る
年
次
会
合
」
に
出

席
す
る
た
め
、
2
7
日
来
日
し

た
。
　
　
　
【
前
川
雅
俊
】
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